
特別な対応の検討が必要な場合（緊急対応）

●直接、区や警察から学校に情報提供があった場合
●学校に直接の情報提供がない場合でも、くまメールの情報を
踏まえ、児童生徒の安全への影響があると判断した場合 等

園・学校におけるヒグマ出没時の初期対応について

市街地への出没が増えています。

児童生徒の安全確保を第一に主体的な判断を

【対応例】
①子どもの安全確保、安否確認
通学路の見守り、学習活動の変更、校外活動等の見合わせ、校舎
１階の施錠確認、放課後活動の中止、保護者引取下校等の検討。

②正確な情報把握と情報共有
くまメール等により、正確な情報を把握するとともに、パートナー
校など近隣校と情報を共有する。

③日課変更、給食等についての判断
教育委員会とも相談しながら、パートナー校等と連携して、必要
な対応を判断する。

④保護者、地域への連絡
必要な情報を家庭や地域に発
信し、児童生徒の安全確保に
協力いただく。

【パートナー校等近隣校】
北陽中学校 726-4248
北陽小学校 716‐1657
新陽小学校 756-1538
北幼稚園 726-3412
白楊幼稚園 736-0764

【対応する場合の例】
①子どもの安全確保
・学校、家庭、地域による通学
路の見守り

・学級指導の実施や、放課後活
動、下校体制等の検討

②保護者、地域への連絡
・学校の対応について
・安全確保への協力依頼

ヒグマってどんな動物？

▲走る速さは50km/hくらい。
▲背中を向けて逃げる動物を
追いかける。

▲昼も夜も行動する。
▲頭と鼻と耳がとてもいい。
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【関係機関】
北警察署地域課 727－0110
北区役所企画課地域安全担当係
757-2400（内214）

【教育委員会】
教育課程担当課 211-3891
学びの支援担当課 211-3851

緊急対応が不要の
場合（基本対応）

●くまメールの情報から緊急
性が低いと判断できる場合等

❷初期情報を踏まえ、初期対応を判断する

状況
把握

❶第一報を受ける（くまメール受信や各区及び警察署等からの連絡）

①【痕跡】個体の目撃か、食痕や足跡等のみか。
②【場所】現在地はどこか、どこへ向かっているか。
③【時間】園・学校への影響が考えられる時間か。
④【被害状況】負傷者等はいるか。

関係諸機関連絡先

すぐーる基本内容（例）
●登校前～登校見合わせ、登校時刻繰下げ
●登下校中～登下校見合わせ、安全確保
●登校後下校前～校外活動見合わせ、
保護者引取下校、部活動等中止

●下校後～部活動等停止、外出自粛 等

お知らせとお願い

○連絡系統の一本化のため、全市一斉の対応が必要と
判断するような緊急時以外は、教育委員会から学校
への情報提供は行いません。なお、全市一斉の対応
を要する場合は、関係機関と連携し、できる限り速
やかに全ての園・学校に連絡します。

○ヒグマは全市全ての地域において、
出没する可能性があります。確実な
情報の把握のため、くまメールの
登録をお願いいたします。

○市環境局や各区及び警察署では、市民からの目撃情
報等に応じ、緊急性が高い場合は、対応を要すると
思われる各学校や周辺施設への周知、注意喚起、パ
トロールなどを行います。

日頃から、緊急時の教職員の組織的な動きや
児童生徒への安全指導を徹底するとともに
くまメールに登録して情報の把握に努める。

R7くまメール
登録申請フォーム


